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移住・定住支援策のご紹介

２０２３年５～６月「きゃんせ！えびの通信34号」をご覧いただきありがとうござい

ます。夏の日差しが眩しいこの頃、皆様いかがお過ごしでしょう

か。支援センターの駒田です。

5∼6月のセンターへのお問い合わせ件数が、なんと425件！その

内、市外からの移住相談は189件でした。そして移住相談もさる

ことながら、空き家登録の申込相談も増えております。

お盆等ご家族・ご親戚がお集りになった際にでも、空き家

（空き地・空き店舗）について今後どうしていくのか、

誰が管理していくのかなど、お話し合いをされて

みてはいかがでしょうか。

2023年8月☆ 号

【発行元】えびの市移住・定住支援センター

えびの市移住・定住支援センター ☎ 0984-27-3242

空き家バンク登録や、移住についての相談など、
お気軽にお問い合せください♪

きゃんせ！えびの通信

■センター利用の状況

問い合わせ件数・・４２５件

移住者数・・８世帯（１７人）

■空き家バンクの新規登録状況

空き家登録数・・・・１３件

空き地登録数・・・・０件

利用希望者登録数・・２３人

希望条件：売却 100万円・要相談

床面積：120.86㎡ 敷地面積：809.91㎡

間取り：5DK 駐車場：3台（内車庫有1台）

希望条件：賃貸 10万円（敷金：10万円 礼金：10万円）

床面積：137.66㎡ 敷地面積：603㎡

間取り：5DK 駐車場：5台（車庫無）

★ 移住者住宅取得支援金 ★
えびの市への移住者（転入から2年を経過していない者）が自己の居住を目的に住宅を

取得（新築・新規購入）した場合に、経費の一部を住宅取得支援金として交付します。

また、中学生までの子どもがいる場合は、加算金があります。

【支援金額】経費の10％

※市内業者を利用して住宅を新築又は新規購入した場合（上限 500,000円）

※上記以外の場合（上限 300,000円）

【子育て加算金】100,000円／1人（上限 200,000円）

お問い合わせ先 企画課 定住対策係 0984－35－3713（直通）
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本坊 千代子さん えびの在住歴：47年

家族構成：夫婦・子ども（3人世帯）・愛犬

職業：農業生産法人 株式会社 本坊農園 代表取締役

まちの人の声インタビューまちの人の声インタビュー

えびの市移住・定住支援センター
〒889-4292
えびの市⼤字栗下1292 えびの市役所3階

電話 ０９８４－２７－３２４２
メールアドレス ebino-iju@aioros.ocn.ne.jp

自分の目標をもって、見失わないように楽しく！

■現在、どのような暮らしをされていますか？

農業生産法人 株式会社 本坊農園で、農薬や化学肥料を使用せず、本園が独自に開発した堆肥を

使用した農作物を作り、スタッフ16人でネット販売まで行っています。

また、「道の駅えびの」や、事務所でも販売し、県内外でのイベントにも出店しています。

■“えびの”で暮らしてきてよかったこと、たいへんなことは何ですか？

若い頃は収入がなく、働いても働いても生活していくことが大変でした。

ネット販売をするようになり、SNSなども取り入れ、売り上げも良くなり、生活も楽になってき

ました。

■“えびの”の魅力、好きなところを教えてください。

人の優しさ。

水・空気がとってもおいしい。

食べ物がおいしい。

■“えびの”でのお勧めの休日の過ごし方を教えてください。

ようやく会社にし、若い人たちも働きに来てくれて、日曜日が割と休めるようになってきました。

白鳥温泉や、京町温泉に行って、精神的にも肉体的にもゆっくりすることができています。

朝から霧島方面に旅行に行くこともあります。

■これから“えびの”へ移住を考えている人に一言お願いします。

自分の目標をもって、見失わないように、楽しくできるといいですね。

楽しくするのは難しいですが、

自分がイライラしていたら周りにもそれがうつりますからね。

自分次第で楽しくもなりますよ。


